
10.10.1010 1212金 日

詳細は裏面をご確認ください

「ひろさき産学官連携フォーラム」が

設立20周年を迎えたことを記念したイベントを開催します！

ヒロロスクエア・イベントスペース

11日（土）は17:00まで

10:00-16:00

20周年記念イベント

ひろさき産学官連携フォーラムとは？

　ひろさき産学官連携フォーラムとは、弘前大学、弘前市が共同で事務局を務め、

『弘前地域を中心に産学官交流の場を提供し、新商品・新産業の創出を目指す』を

スローガンとして、公的研究機関、産業界、行政等との連携・交流を促進し、

「産業の芽」の発掘と新たな事業展開やサービスを提供できる企業の創出を目的に

活動しています。



弘前市をはじめとする地域の自治体

や弘前大学、地元企業を中心とした

産業界とも連携し、これら有形、

無形の資産を継承・融合することで、

医用システムの開発製造に関する

教育や研究、地域貢献のさらなる

発展や地域産業の大きな変革を

目指して活動を行っています。

イベント概要

出展する研究会

ひろさき産学官連携フォーラム各研究会の成果品展示と

研究内容等のＰＲを行います。

お問合せ
ひろさき産学官連携
フォーラムの情報は
こちらから！

ひろさき産学官連携フォーラム事務局

（弘前市 商工部 産業育成課）

TEL：0172-32-8106　　FAX：0172-35-1105

Email：sangyo@city.hirosaki.lg.jp

弘前大学が「世界自然遺産白神山地」から分離した酵母を、

地域全体で活用しながらブランド化を図ることによる地域

活性化を目指し、酵母供給態勢の構築、商品開発支援及び

販売促進等の活動を展開しています。

白神酵母研究会

県内の大学や試験研究機関で「食」の

機能性等を研究している研究者が

一堂に会し、研究者自らが機能性の

情報を発信し、広く普及させることで、

県産機能性食材の活用につなげると

ともに、新商品開発などを促し、産業

振興に寄与するための活動を行って

います。

青い森の食材研究会

医工連携研究会

主要な観光資源である「りんご」と「さくら」の新しい活用

方法として、多くが廃棄処分される剪定枝を原料とした「和紙」

を作製し、産学官連携により、新しい製品やサービスの開発、

並びに新しい観光資源の創出や循環型産業の構築を実現させる

ことを目指して活動を行ってきました。

りんご／さくら和紙研究会

新規の料理用のりんご品種（カルヴィルブラン）などを

新たに活用し、地域のりんご産業活性化を図るために、

情報発信を行うほか、毎年勉強会などを実施し、料理人と

生産者の求める課題を擦り合わせる活動も行っています。

カルヴィル研究会
※令和2年度～6年度まで活動

機能性食品素材ハンドブック

弘前大学白神酵母のロゴマーク 弘前大学白神酵母で醸造した製品

採血ロボットの展示会出展の様子

試作した金魚ねぷたや冬季団体の表彰状

りんご品種：

カルヴィルブラン

カルヴィルブランを

使用したタルトタタン


